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警告
 
怪我を避けるため、本製品のご使用前に必ず本取扱説明書及び付属の文書をよくお読みください。

本取扱説明書を必ずお読み下さい。

意匠方針と著作権
® および ™ は Arjoグループ会社に属する商標です。
© Arjo 2024年。
当社の方針の一つは継続的改善を掲げているため、当社では事前の通知なしに設計・デザインを変更する権
利を留保しています。 本マニュアルの内容の全部または一部をArjoの同意なしに複写することは禁止されてい
ます。

スペア部品を発注する際、あるいは電話やメールで質問する際は、 
モデル名とシリアル番号を必ずお知らせください：

機器のシリアル番号： 
 
 

…………………………………………………… 

機器モデル： 
 
 

…………………………………………………… 
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序文
この取扱説明書には、本機器の設計と操作、ならびにユーザーの責
任によって行うメンテナンスについて記載されています。組立ておよ
び設置説明書は、機器の設置について説明しています。テクニカルマ
ニュアルは、オペレータとメンテナンス担当者にとって必要な情報を
記載しています。安全かつ間違いなく操作を行うために、説明書の記
載内容を遵守してください。

初めて機器をご使用する前に、この取扱説明書をお読み頂き、機器の
操作と安全上の注意事項を十分に理解してください。オペレーターお
よびメンテナンス担当者は、Arjo のトレーニングを受講する必要があ
ります。

この取扱説明書に記載する情報は、 Arjo から出荷される機器につい
て説明しています。お客様や国に応じたカスタマイズが行われること
があるため、内容がそのまま適用されないことがあります。

対応モデル： 

S-607 

S-608 

機器には以下の文書が付属します。

• 取扱説明書

• 組み立てと設置手順

• 簡易参照ガイド

以下の文書は、エンドユーザーからのご要望に応じて販売店より提供
されます:

• テクニカルマニュアル

• スペアパーツリスト

付属のクイックリファレンスガイドは、設置エリアのよく見える場所に
掲示して、いつでもすぐに確認できるようにしてください。

Arjo は予告なく仕様および設計内容を変更することがあります。この
取扱説明書の情報は、発行日において最新であったものです。
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本取扱説明書における定義

安全上の警告この警告をご理解いただけない、または
守っていただけない場合、怪我や機械の破損につながる
ことがあります。

表面が高温になっています。怪我の危険があります。

鋭利な部品。怪我の危険があります。

危険電圧怪我の危険があります。 

注記 注記の意味:システムまたは機器の正しい使用方法に関す
る重要な情報です。
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1 安全注意事項
本製品には多くの安全装置が内蔵されています。

傷害を防ぐために、これらの安全装置を作動しないような処置を行わ
ないでください。

1.1 重要

• 本機は水供給ラインに接続して使用するよう設計されており
ます。

• 使用前に取扱説明書をよくお読みください。

• 機器の取り扱いは、認定を受けている技術者のみが行ってくだ
さい。また、技術者は定期的なトレーニングを受講しなければな
りません。

• 不足あるいは損傷している部品がある場合、本製品を使用しな
いでください。

• 本機は湯、場合によっては蒸気を使用するため、使用にあたって
はご注意ください。

• 本機器に使用される化学薬品を扱う際はご注意ください。以下
のケースでは、メーカーの手順書に従うか、メーカーにお問い合
わせください：

 ͦ 薬品が目や皮膚に接触した場合、またはその蒸気を吸い
込んだ場合。

 ͦ 薬品使用量、洗浄の温度に関する指示。

 ͦ 保管および容器の分類／処分に関する指示に従ってくだ
さい。

• 運転開始前には、装置が洗剤注入できるようきちんとセットされ
ているか確認してください。このことは、装置を操作するために
も、洗浄槽内を清潔に保つためにも重要です。

• 装置を適正に運転できるよう常に清潔な状態にしておいてくだ
さい。

• ホースなどを使って水をかけながら装置を洗浄しないでくだ
さい。

• 設置と点検は、講習を受けた技術者が行ってください。

• 本機のドアスイッチはバイパスしないでください。

• 例えば磨耗したドアのシール部分による、システム内の漏れは
迅速に修理する必要があります。

• 交換部品は Arjoの販売会社が提供する純正品のみをご使用く
ださい。

• 医療機器もしくは福祉機器に関連して、お客様または患者様に
影響する重大な事象が発生した場合、ユーザまたは患者様は、
その事象を医療機器製造元あるいは販売元に必ず報告してくだ
さい。 欧州連合では、ユーザは、重大な事象を居住する加盟国
の所轄官庁にも報告してください。
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1.2 アイソレータースイッチ

常に製品の電源にセパレート・アイソレータースイッチを取り付けるこ
とが必要です。アイソレーターのスイッチは、本機に近い壁面の簡単
にアクセスできる場所に必ず取り付けてください。外部電源のアイソ
レーターのスイッチには、スイッチの位置が確認できるように「I 」また
は 「O」の印を必ずつけてください。

1.3 非常時

• メインスイッチを切ります。

• 水供給ラインおよび蒸気供給ライン（該当する場合）の止水弁を
閉じること。
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2 製品説明
2.1 使用領域

フラッシャー ディスインフェクターは、ベッドパン、尿瓶、およびその他
の排泄物処理用の容器（吸引ボトル、吸引バッグ、および尿バッグを含
みます）を空にして洗浄し、消毒するためのものです。

EN ISO 15883の要件に適合するため、各アイテムはArjoによって推
奨されている正しいホルダーに設置しなければなりません。 

お客様は製品を使用する前に、ISO 15883にしたがって設置要件、操
作要件、性能要件を実施する責任があります。 

2.2 機器

2.2.1 モデル

本製品は、Arjoのフラッシャー ディスインフェクター シリーズです。フ
リースタンディングまたは壁面取付型としてご利用になれます。

00
43
78

1

2

図 1.  モデル

1.  フリースタンディングモデル
2.  壁付けモデル
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2.2.2 部位名称

00
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42

1

2

3

4

5

6

図 2.  装置概要

1. ドア 4. フットペダル

2. コントロールパネル 5. 洗浄チャンバー

3.  キャビネットドア 6.  レベルセンサー付き洗浄剤容器

2.2.3 容器

器材は、洗浄チャンバー内のホルダーに設置します。複数のモデルが
あります。

• 付属ホルダーは標準モデルです。

• その他のモデルには、器材の配置方法に関する個別の説明書が
用意されています。

2.2.4 洗浄の原理

器材は以下の方法で洗浄します：

1. 冷水・温水で洗浄。

2. 蒸気による消毒。

3. 温水による冷却。
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2.3 コントロールパネル

注意！
修理スタッフによる修理は、エラーコードFの場合にのみ要請してくだ
さい。エラーコードUまたはHの場合、ユーザー自身で不具合を直すこ
とができます。

2.3.1 部位名称

5 91 4 6 82 3 7

図 3.  コントロールパネル

1.  黄色：プロセス運転中
2.  緑色：プロセス完了
3.  赤色：エラー表示
4.  ディスプレイ
5.  リムフラッシング

6.  エコノミープログラム
7.  標準プログラム
8.  集中プログラム（S-608：パウチ
デストロイヤープログラム）

9.  洗浄剤
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2.3.2 性能特性

機能

黄色の点滅ランプ：プロセスはキャンセルすることがで
きます。 
黄色のランプが点灯：機器がプログラムを実行してい
ます。 
ディスプレイは、現在の状態*をウィンドウに表示しま
す。例えば、洗浄フェーズと温度などです。

緑色のランプが点灯：プログラムは完了しています。ド
アが完全に開くとランプが消えます。 
例えば最高温度などのプログラムサマリーが、短時間*、
ディスプレイに表示されます。

赤いライトが点灯：エラー表示ディスプレイにエラー
メッセージが表示されます。

尿器、尿瓶など、汚れが軽い器材向けのエコノミープロ
グラムを選択するためのボタンです。

標準的な汚れのアイテム向けの標準プログラムを選択
するためのボタンです。

汚れがひどいアイテム向けの集中プログラムを選択す
るためのボタンです。 
S-608：パウチデストロイヤープログラムを選択するた
めのボタンです。

洗浄剤投入ボタンと標準プログラム選択ボタンの組
み合わせ。病院のボウルなど、一般的なリユース器材
向け。

洗浄剤投入ボタンと集中プログラム選択ボタンの組み
合わせ。汚れがひどい器材向け。

注意！消毒工程はありません！ 
リムフラッシングを開始するボタン。リムフラッシュは
フットペダルでは開始できません。

フットペダルにより、選択したプログラムがスタートし
ます。プログラムが完了するとドアが少し開きます。フッ
トペダルを押すことでドアが完全に開きます。

* 表示される情報はディスプレイオプションで変更することができ
ます。
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2.4 ディスプレイオプション

サービス技術者は、ディスプレイに表示される情報を設定することが
できます。

2.4.1 プログラムの実行時に表示

プログラムを実行している間に以下の項目のいずれかが表示される
ようにディスプレイを設定できます。

• 温度

• A0 値

• A0 値 / 温度

• 残り時間

• 温度/残り時間

• A0 値 / 残り時間

• A0 値 / 残り時間 / 温度

表示項目として複数のパラメータを選択した場合、パラメータは交互
に表示されます。高温消毒が開始するまで、 A0 値は常に0に維持され
ます。温度が85°Cに達すると、温度と時間に従ってA0値は増加します。

2.4.2 プログラム終了後に表示

プログラムが終了したら、以下の項目のいずれかが表示されるように
ディスプレイを設定できます。

• 最大温度

• A0 値

• A0 値 / 最大温度

表示項目として複数のパラメータを選択した場合、パラメータは交互
に表示されます。
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3 洗浄剤
3.1 洗浄剤の使用

警告！
正規洗浄剤以外（特に酸性のもの）を使用すると、機器
（洗剤ポンプ、蒸気発生装置、パイプ）を損傷する恐れが
あります。

警告！
洗浄剤に関する補足説明については、容器の説明にした
がってください。

本機器はArjoの洗浄剤を使用した証明・検査を受けています。当社で
はお客様がArjoの洗浄剤をご使用になることをお勧めしております。

3.2 フラッシング洗浄剤

以下の洗浄剤は、Arjo製品取扱い販売会社でご注文いただけます。

洗剤 説明 

 ARJO LIQUIDS 
FLUSHER 
DETERGENT

人間の排泄物コンテナーを自動洗浄する
際に使用する弱アルカリ性洗浄剤。 

 ARJO LIQUIDS 
FLUSHER RINSE

弱アルカリ性の液体で、人間の排泄物コン
テナーの自動すすぎおよびシステムのパ
イピングに使用され、硬水あかの蓄積を防
止します。

3.3 位置

下図は、洗浄剤の配置例です。

00
43
79

図 4.  洗浄剤配置の例
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3.4 交換

警告！

 

目と皮膚の損傷を防ぐために、保護用めがねと手袋を必
ず装着してください。万一目に入った場合、大量の水で洗
い流してください。目と皮膚が炎症を起こしている場合、医
師にご相談ください。洗浄剤の製品安全データシートを必
ずお読みください。

新しい容器と交換する際は、洗浄剤の容器と機器が常に正しく接続し
ていることを確認してください。レベルセンサー(A)のリングの色は、
容器(B)の側面の色と同じものでなければいけません。

00
30
24

A B

Arjo

Arjo

図 5.  洗浄剤のチェック
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4 操作説明

警告！

汚れた廃棄物容器の取り扱い時や、フラッシャーディスイ
ンフェクターにベッドパン等の被洗浄物を積載する際に
は、汚染防止のため手袋や保護眼鏡などの個人用保護具
を使用してください。

4.1 プログラム概要

本機器の標準プログラムの説明です。各プログラム選択ボタンには、
他のプログラムを設定することもできます。ボタンの機能設定はサー
ビス担当者によって変更できます。

プログラム名 経済性 標準プログラム 集中プログラム

汚れの程度 軽度の汚れ 通常の汚れ 重度の汚れ

ボタン

プロセス 洗浄 
消毒 
冷却 
プログラム終了

洗浄 
消毒 
冷却 
プログラム終了

洗浄 
消毒 
冷却 
プログラム終了

時間 3–6 分間 5–7 分間 6–8 分間

エネルギー 0.18 kWh 0.18 kWh 0.18 kWh

水使用量 18 l 29 l 36 l

冷却用水の使用量 21 l 32 l 39 l
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4.2 (S-608) プログラムを実行

4.2.1 プログラムの開始

警告！
72時間以上機器が使用されていない場合、機器を使用し
てアイテムを洗浄する前に、空のチャンバーでプログラム
を実行する必要があります。

パウチデストロイヤーの詳細については、「4.5 (S-608) パウチデスト
ロイヤーの使用」を参照してください。

1. パウチインサートの確認：

• パウチデストロイヤーを使用するときは、パウチインサー
トの上部が取り付けられていることを確認します。

• その他の器材を洗浄するときは、パウチインサートの上部
が取り外されていることを確認します。

2. 器材の配置：

• パウチデストロイヤーを使用するときは、パウチをパウチ
デストロイヤーに設置します。

• その他の器材を洗浄するときは、ホルダーに器材を設置し
ます。

3. プログラムを選択：

• エコノミープログラム：  を押します。

• 標準プログラム  を押します。

• 集中プログラムおよびパウチデストロイヤープログラム： 
 を押します。

4. 洗浄剤を加える場合は、  を押します。

  洗浄剤の供給が自動の場合、洗浄剤は  を押してキャンセル
できます。

5. プログラムを開始するには、フットペダルを押します。

  ボタンのランプが点灯しているプログラムが開始します。

6.   の黄色のランプが6秒間点滅します。その間はプログラムを
中止することが可能です。

* サービス技術者は、各プログラムの実行中、洗浄剤を自動的に投入
するように設定することができます。



18

4.2.2 プログラムの実行中

警告！
赤いランプが点灯した場合は、エラーが発生しています。
プロセスはキャンセルされ、再度プロセスを実行する必要
があります。

4.2.3 プログラムの完了後

警告！
プログラムの終了時点では中の器材が高温になっている
ことがあります。器具の温度が60 °Cを超えている場合、
ディスプレイにはU7が表示されます。

1. プログラムが完了した場合：

•  の緑色のランプが点灯します。

• ドアが少し開きます。

2. フットペダルを押して、ドアを完全に開きます。

3. 機器から器材を取り出します。
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4.3 プログラムの実行

4.3.1 プログラムの開始

警告！
72時間以上機器が使用されていない場合、機器を使用し
てアイテムを洗浄する前に、空のチャンバーでプログラム
を実行する必要があります。

1. 洗浄するアイテムをホルダー内に設置します。

2. プログラムを選択：

• エコノミープログラム：  を押します。

• 標準プログラム  を押します。

• 集中プログラム  を押します。

3. 洗浄剤を加える場合は、  を押します。

  洗浄剤の供給が自動の場合、洗浄剤は  を押してキャンセル
できます。

4. プログラムを開始するには、フットペダルを押します。

  ボタンのランプが点灯しているプログラムが開始します。

5.   の黄色のランプが6秒間点滅します。その間はプログラムを
中止することが可能です。

* サービス技術者は、各プログラムの実行中、洗浄剤を自動的に投入
するように設定することができます。
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4.3.2 プログラムの実行中

警告！
赤いランプが点灯した場合は、エラーが発生しています。
プロセスはキャンセルされ、再度プロセスを実行する必要
があります。

4.3.3 プログラムの完了後

警告！
プログラムの終了時点では中の器材が高温になっている
ことがあります。器具の温度が60 °Cを超えている場合、
ディスプレイにはU7が表示されます。

1. プログラムが完了した場合：

•  の緑色のランプが点灯します。

• ドアが少し開きます。

2. フットペダルを押して、ドアを完全に開きます。

3. 機器から器材を取り出します。
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4.4 アイテムとプログラム選択の例

BA

CC

図 6.  A. エコノミープログラム、B. 標準プログラム、およびC. 集中プログラム
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4.5 (S-608) パウチデストロイヤーの使用

4.5.1 パウチデストロイヤーについて

パウチデストロイヤーは、液体の入ったバッグを洗浄および消毒する
ことを目的として設計されています。

00
48
41

図 7.  パウチデストロイヤー

バッグ内の液体が凝固している場合、以下が適用されます：

• パウチデストロイヤーの機能は保証できません。

• 洗浄と消毒の結果はバッグ内の凝固物のサイズに影響されます。

4.5.2 パウチインサート上部の取り外し

警告！ 
切り傷を負う危険があります。

1

2
00
43
81

図 8.  パウチインサートを取り外します。

パウチインサートの上部を取り外すには： 

1.  クイックリリース連結具(1)のフランジを下方に押します。

2.  パウチインサート(2)の上部を後方および上方に持ち上げます。
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4.5.3 パウチインサート上部の取り付け

警告！
正しく取り付けられていないと、機器が正しく動作しないこ
とがあります。

警告！ 
切り傷を負う危険があります。

3

2

1

00
43
82

図 9.  パウチインサートの取り付け

パウチインサートの上部を取り付けます：

1.  パウチインサート(1)の上部を上下に持ち上げます。

  前面のバーが前面端部(2)の取付具に正しく合っているか確認し
てください。

2. 連結具(3)を合わせて、一緒に押します。

 はっきりカチっと音がする必要があります。
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5 メンテナンス
5.1 洗浄チャンバー

フラッシングチャンバーは、スケールが付着しないようにしてくださ
い。通常の酸性洗浄剤を噴霧して、残った付着物があれば取り除きま
す。洗浄剤をすすいで落とす必要はありません。次のプログラムの実
行中に、この処理は自動的に行われます。

5.2 外装

00
14
57

図 10.  機器の外側の洗浄

表面 洗浄

前面と側面 アルコール系のクリーナー、医療用アルコー
ル、または一般的な洗浄剤を使用して清掃、
消毒できます。

コントロールパネル アルコール系のクリーナー、医療用アルコー
ル、または一般的な洗浄剤を使用して清掃、
消毒できます。

しみ ステンレススチール用の一般的なクリーナー
でしみを除去します。

蒸気発生器 自動スケール防止機能が搭載されていない
装置の場合、蒸気発生器にスケールが付着し
ていないかどうか定期的にチェックする必要
があります。
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5.3 (S-608) パウチデストロイヤー

5.3.1 メンテナンス

警告！
正しく取り付けられていないと、機器が正しく動作しないこ
とがあります。

警告！ 
切り傷を負う危険があります。

パウチデストロイヤーの取り外しおよび設置の詳細については、「(S-
608) パウチデストロイヤーの使用」を参照してください。

推奨事項：

• 衛生基準を良好に保つために、インサートは定期的に洗浄する
必要があります。

• 汚れがひどい場合、分解あるいは取り外して溶剤に浸漬すること
で、インサートを機械的に掃除します。

• 必要に応じてブレードを交換してください。

洗浄：

1. 洗浄剤をインサートに噴霧します。
 酸性の洗浄剤を使用してください。

2. 5分間、洗浄剤をそのままにしておきます。

3. プロセスを実行します。
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5.3.2 ブレードの交換

警告！
正しく取り付けられていないと、機器が正しく動作しないこ
とがあります。

警告！ 
切り傷を負う危険があります。

1.  パウチインサートの上部を取り外すには、クイックリリースの
連結具のフランジを下向きに押します。後方に向けて持ち上
げます。

00
39
83

図 11.  パウチデストロイヤーの取り外し 

2. ブレードのロックピンを引き抜きます。
00
39
84

図 12.  ロックピン
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3. ナイフを固定するピンを取り外します。

00
40
00

図 13.  ピンの取り外し

4.  ブレードを掴んで、ブラケットから慎重に取り外します。ナイフと
回転取付け具の間にある、ゆるいナイロンワッシャーに注意して
ください。

00
40
01

図 14.  ブレードの取り外し

5. 手順を逆に実施して、新しいブレードを取り付けます。

5.4 予防的メンテナンス

安全目的のため、機器を改造したり、互換性のない部品を使用しない
でください。

5.4.1 定期的メンテナンス

定期メンテナンスおよびシステム試験を実施して、安全性と機器の正
常運転を確保する必要があります。

必要となるメンテナンスの頻度は、使用水の水質と機器の使用頻度に
大きく左右されます。メンテナンスの間隔は、各ケースに応じて決定す
る必要があります。Arjoは、記載されているメンテナンス作業をサービ
ス表に従った間隔で実施するよう推奨します。 
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5.4.2 サービス表

警告！
機器は電源に接続されており、一部のコンポーネントは通
電しています。

警告！
メンテナンスは認定サービス技術者のみが実施できます。

注意！
サービス表は情報を得る目的のためにのみ使用してください。

以下のサービス表で推奨メンテナンスサイクルをご確認いただけ
ます。

システム試験に加えて、ISO EN 15883に従って適切な洗浄試験と温
度検証を実施するよう推奨します。

項目 毎年 / 10,000 
サイクル

一年おき/ 
20,000 サイクル 

所要時間* 
（分）

1 一般
1.1 配線 及び 接続部を確認してください。 • 10

1.2 パネル上のデカールに損傷が無く、読める状態でしっ
かりと貼られている事を確認してください。

• 2

1.3 備品の定位置のサイン 及び クイックガイドが準備さ
れている事を確認してください。

• 1

1.4 エラーコード 及び プロセスの回数を確認してください。 • 2

2 チャンバー
2.1 回転式ノズルが自由に動く事を確認してください。必

要に応じて洗浄して下さい。
• 20

2.2 固定ノズルに堆積物や汚れがないか確認してくださ
い。必要に応じて洗浄して下さい。

• 20

2.3 ノズルのアタッチメント 及び チャンバーへのホースの
接続部からの水漏れがないか確認してください。

• -

2.4 温度センサーが正常に作動している事を確認してくだ
さい。

• 10

2.5 ドア 及び チャンバーのシールが密着しているか確認
してください。必要に応じて洗浄 又は 交換してくだ
さい。

• 10

2.6 アクセサリホルダーの取り付けを確認してください。 • 2

2.7 チャンバーへのオーバーフロードレンの接続がしっか
り締まっているか確認してください。

• -

2.8 フラッシングチャンバー内部の洗浄。 • 10

3 プロセスタンク
3.1 必要に応じて洗浄して下さい。 • -
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項目 毎年 / 10,000 
サイクル

一年おき/ 
20,000 サイクル 

所要時間* 
（分）

3.2 レベルセンサーを確認 及び 洗浄してください。 • 5

3.3 バルブが正常に作動しており、接続部から水漏れがな
いか確認してください。必要に応じて洗浄して下さい。

• 10

4 蒸気発生器

4.1 蒸気発生装置への接続部の水漏れがない事、及び熱
を持った表面が露出しない様に周囲の断熱材を確認
してください。

• 5

4.2 蒸気発生装置が正常に作動している事を確認してくだ
さい。

• 10

5 メインポンプ

5.1 メインポンプがしっかりと接続されており、接続部より
水漏れが無い事を確認してください。

• 5

6 洗剤供給システム

6.1 投与ポンプと洗浄剤ホルダー間のホースを確認してく
ださい。必要に応じて交換してください。

• 5-10

6.2 投与量のチェック。必要に応じて調整してください。 • 10-30

6.3 投与ポンプのホースの交換。 • 5

6.4 容器が空になったときのアラームの作動を確認してく
ださい。必要に応じて洗浄 又は 交換してください。

• 5

6.5 蒸気発生装置のチェックバルブの機能を確認してくだ
さい。

• 5

7 排水接続

7.1 ドレンの接続がしっかりと固定されており、水漏れが
無いことを確認してください。

• 5

7.2 凝縮冷却ノズルのヘッド部を確認してください（オプ
ション）。

• 5

8 蒸気の検査（オプション）

8.1 ニードルバルブの確認 及び 調整を行ってください。 • 10

9 自動ドア

9.1 自動ドアが正常に作動している事を確認してくださ
い。

• 5

10 試運転（各サービスで実施）

10.1 全プロセスを実行し、定期チェックポイントより逸脱していない事を確認してください。

10.2 操作パネルのランプ及びアラームが作動する事を確認してください。

* 必要とされる時間はフロントパネルが取り外された状態をベースに算出されており、設置状況、動作条件
および装置レベルに応じて変化します。

5.5 使用していない機器

使用していない機器は排水するようにしてください。サービス技術者
までご連絡ください。
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6 アラーム
6.1 アラーム表示

警告！
消毒プロセスがキャンセルされた場合、アイテムは洗浄さ
れていません。再度洗浄プロセスを実施しなければなりま
せん。

 の赤いランプが点灯した場合、低温または他の何らかの故障によ
り消毒が正しく行われておりません。ディスプレイにはメッセージが表
示され、故障の原因が簡単な文章で示されます。

6.2 エラーメッセージの確認

警告！
認定を受けているスタッフによってのみ実施できます。

不具合が是正された後、機器が通常運転へ復帰する前に、いくつかの
エラーメッセージを確認する必要があります。

エラーメッセージの確認：

1.  最初に  ボタンを押して、次に  ボタンを押します。 
両方のボタンを同時に10秒間押し続けます。

2. これで機器は運転可能な状態になります：

• 器材がまだ機器の中にある場合は、中断されているプログ
ラムを再度実行します。

• エラーの状態が続く場合は、サービス担当者にご連絡くだ
さい。

6.3 停電時の対応

プロセスを実行している間、停電が発生すると機器は停止したままの
状態を維持します。電源が復旧すると、機器をプロセスを自動的に再
スタートします。
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7 トラブルシューティング
7.1 コードリスト

コード エラーの内容 処置

U1 スケール防止剤が少なくなりました スケール防止剤を補充してください

U3 リンス剤が少なくなりました リンス剤を補充してください

U4 洗浄剤が少なくなりました 洗浄剤を補充してください

U5 スプレー剤が少なくなりました スプレー剤を補充してください

U6 点検依頼 認定サービス担当者に連絡してください

U7 器材が高温のため注意 器材が冷めるのを待ってください

U8 外部通信

H7 バッテリーエラー 認定サービス担当者に連絡してください

F1 温度センサーの故障 認定サービス担当者に連絡してください

F2 レベルセンサーのエラー、タンク 認定サービス担当者に連絡してください

F3 レベルセンサーのエラー、洗浄剤 認定サービス担当者に連絡してください

F4 ドアのロジックエラー 認定サービス担当者に連絡してください

F5 ロジックエラー、機器の設定 認定サービス担当者に連絡してください

F6 点検依頼 認定サービス担当者に連絡してください

F7 消毒温度に到達していない 認定サービス担当者に連絡してください

F8 プロセス中にドアがオープン / アンロック 認定サービス担当者に連絡してください

F9 設定エラー（E2エラー） 認定サービス担当者に連絡してください

F10 満水にならない / タンクが空 認定サービス担当者に連絡してください

F11 漏れがある 認定サービス担当者に連絡してください

F14 実行時間、ドア 認定サービス担当者に連絡してください

F15 実行時間、ローテーター 認定サービス担当者に連絡してください

F16 ロジックエラー、ローテーター 認定サービス担当者に連絡してください

F18 間違った機器タイプ 認定サービス担当者に連絡してください
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8 水質

警告！
お客様は各自責任を持って、適切な品質の水をウォッ
シャー・ディスインフェクターに供給してください。

洗浄プロセスのすべての工程で使用される水の質は、良い洗浄結果
を得る上で重要です。

8.1 要件

それぞれのステージで使用される水は以下に適合しなければなりま
せん。

• 機器で使用されている材質。

• プロセスに用いられる化学薬品。

• プロセスの各段階で必要とされるプロセス要件。

8.2 主な要素

良い水質のための主な要素は以下の通りです。

硬度：硬度が高い場合はウォッシャーディスインフェクター内にスケー
ルが残留する原因となり、結果、洗浄効果が低下してしまいます。

イオン汚染物質：高濃度のイオン汚染はステンレススチールの腐食の
原因となる恐れがあります。鉄、マンガン、銅などの重金属は機器を変
色させます。

微生物汚染：洗浄アイテムは、微生物とその残留物質について処理を
します。洗浄アイテムに残留した微生物が人体に浸入したとき、発熱を
引き起こす原因になる恐れがあります。微生物を増殖させない水を使
用してください。

衛生用薬品：高濃度のサニタリー用薬品はステンレススチールの腐食
の原因となる恐れがあります。

8.3 推奨事項

• Arjo社は、予備洗浄、洗浄および最終すすぎで使用する水は、
ガイドラインに沿った飲用可能なものであることを推奨してい
ます。

• 推奨される水質は、最大 5°dH の飲料水です。

• 許容できる水質に関する詳細情報は、WHO発行の「飲料水水質
ガイドライン」に記載されています。

8.4 地域基準

地域基準がArjoの推奨内容よりも厳格な場合、地域が定めたものに
従ってください。最終の洗浄/消毒フェーズに処理水を使用する場合は
特に該当します。

更なるアドバイスを化学薬品や機器販売店より入手する必要があり
ます。
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8.5 地域基準、一般仕様

処理水の一般的な仕様は以下のとおりです：

pH 5.5 から 8

導電率 <30 µs.cm-1

TDS <40 mg/l

最大硬度 <50 mg/l

塩素 <10 mg/l

重金属 <10 mg/l

リン酸塩 <0.2 mg/l (P2O5)

ケイ酸塩 <0.2 mg/l (SiO2)

内毒素 <0.25 EU/ml

微生物の総数 <100（100 ml あたり）
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9 環境製品宣言
600

合計重量 （kg） / 重量比率（%） 85/ 100

機械部品

ステンレススチール 45.5 / 53.5

鉄鋼 1 / 1.1

鋳鉄 13 / 15.3

銅 4 / 4.7

プラスチック 8 / 9.4

ゴム 2 / 2.4

他の機械部品 4 / 4.7

電気 / 電子部品

配線 1 / 1.2

回路基板 0.5 / 0.6

その他のコンポーネント 7 / 8.2

9.1 コメント

他の機械コンポーネントおよび他のコンポーネントは、ポンプ、ドア
モーター等で構成されており、それらは他の部品と同じ方法で計量あ
るいは解体はできません。

9.2 出荷

機器は木製のパレット上に荷造りされていて、段ボールまたはプラス
チックで梱包されています。ユーザーは梱包材を分別してリサイクル
できることを確認しなければなりません。

9.3 使用

フラッシャー ディスインフェクターは、その製品寿命の間、環境に対し
て影響を及ぼします。Arjoは、電力と水の消費が環境にとって最大の
影響を及ぼすと認識しています。10年間のサービス寿命と年間7,000
処理をベースにした場合、機器は約1,400 kWhの電気と約140立方
メートルの水を消費します。機器で使用されるプログラム / 投与にも
よりますが、約35リットルの洗浄剤が下水施設に排出されます。環境
への影響を抑えるため、環境に配慮した電力を使用することも可能
です。
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10 耐用年数後の廃棄方法

警告！
本製品は汚染されている恐れがあり、リサイクル前に消毒
する必要があります。

電気および電子部品にて構成される機器は、電気・電子機器の廃棄
(WEEE) または地方自治体あるいは国の法令に従って分解し、リサイ
クルしてください。

消毒液 – 余分な液体が残った場合は、流水と一緒に排水口に流して
ください。 これらの製品は水溶性で、洗浄に使用するときは、通常水と
混ざります。洗浄に使用する場合は、通常地方自治体は、これらの洗浄
液を同様に扱います。

梱包容器は国また地方自治体の条例に従ってリサイクルしてください。
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11 記号の説明
記号の 説明

警告

警告、表面高温

警告、鋭利な部品

警告、危険電圧

防護用手袋を着用のこと。

保護眼鏡を着用のこと。

取扱説明書/冊子を参照してください。使用上の注意をよくお読みください

メーカー名と住所

製造日

使用期限の日付

REF
カタログ番号

SN シリアル番号

本製品がEU医療機器規制2017/745に準拠した機器であることを示しています

機器固有識別子 (UDI) 

欧州共同体統一法への適合を示す CE マーキング。図は認証機関による監督を示し
ます

IP22 / IP24 IP = 保護等級。機械的侵入および水の侵入に対する保護等級値
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記号の 説明

WMTS104
LicWMK26397

SAI Global
LAU-LBP13042

WaterMark

WaterMark certification label,登録番号 WMK26397

c e r t i f i e d

BRL-K14011

水の安全性に関するDutch safety certification

00
00
52

欧州指令2012/19/EC (WEEE)に基づき、電気及び電子部品を分別してリサイクルし
てください

リサイクル可能、数字（2）は高密度ポリエチレンを示します
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12 電磁両立性
対象としている環境： 産業用電磁環境

製造元からのガイダンス– 電磁放射

エミッション試験 遵守事項 ガイダンス

RFエミッション CISPR 11 グループ 1

本製品はRFエネルギーをその内部機能のために
のみ使用します。従って、そのRFエミッションは非常
に低いため、近隣の電気機器に影響を及ぼしにくく
なっています。

本製品は一般事業所、および公共の低電圧電源が
供給された設備を含む、あらゆる施設での使用に適
しています。RFエミッション CISPR 11 クラスA

製造元からのガイダンス– 電磁環境耐性

イミュニティ試験 IEC 60601-1-2 試験レベル /  
パフォーマンス基準

遵守レベル / パフォーマンス基準

静電気放電 (ESD)
IEC 61000-4-2

±4 kV 接触放電 / B
±8 kV 大気放電 / B

±4 kV 接触放電 / B
±8 kV 大気放電 / B

RF場により惹起された電動妨害
IEC 61000-4-6

0.15 MHz ～ 80 Mhz において
3 V / A

0.15 MHz ～ 80 Mhz において
3 V / A

放射RF電磁場
IEC 61000-4-3

10 V/m (80 MHz ～ 1 GHz) / A
3 V/m (1,4 GHz ～ 2 GHz) / A
1 V/m (2 GHz ～ 2,7 GHz) / A

10 V/m (80 MHz ～ 1 GHz) / A
3 V/m (1,4 GHz ～ 2 GHz) / A
1 V/m (2 GHz ～ 2,7 GHz) / A

電気的ファースト・トランジェント/
バースト
IEC 61000-4-4

±2 kV AC ポート / B
5 kHz 繰返し周波数

±2 kV AC ポート / B
5 kHz 繰返し周波数

電力周波数磁界
IEC 61000-4-8

30 A/m 50 Hz または 60 Hz / A 30 A/m 50 Hz/ A

サージ
IEC 61000-4-5

±1 kV ライン間 / B
±2 kV ライン-接地間 / B

±1 kV ライン間 / B
±2 kV ライン-接地間 / B

入力電流の電圧ディップ、 
短絡及び電圧変動
IEC 61000-4-11

0 % UT; 1 サイクル / B
40% Utl 10/12 サイクル* / C
25/30 サイクル時 70% * / C
250/300 サイクル時 0% * / C

0 % UT; 1 サイクル / B
40% Utl 10/12 サイクル* / C
25/30 サイクル時 70% * / C
250/300 サイクル時 0% * / C

*例：「25/30 サイクル」「50 Hz テストでは 25 サイクル」または「 60 Hz テストでは 30 サイクル」を意味し
ます。

注記：UT は、テストレベルの適用前におけるAC電源の電圧です。
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